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会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
ょ
う
か
。
今
年
も
蓮
文
化
研
究
会
の
活
動
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
明
年
は
理
事
改
選
の
年
に

当
た
り
ま
す
。
同
封
の
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
投
函
下
さ
る

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
11
回
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

日　

時　

２
０
０
９
年
１
月
24
日
（
土
）

　

開　

場　

13
時

　

総　

会　

13
時
20
分
～
13
時
40
分

　
　
　
　
　

引
き
続
き
蓮
の
情
報
交
換
会　

　

講
演
会　

14
時
30
分
～
16
時
30
分　

　

講　

師　

北
澤
光
太 

君 

「
蓮
の
世
界
」　　

　
　
　
　
　

池
上
正
治 
理
事

        　

      

「
埃
及
（
エ
ジ
プ
ト
）
ロ
ー
タ
ス
を
観
る
」

　

場　

所　

豊
島
区
立
勤
労
福
祉
会
館
６
階
第
７
会
議
室

　
　
　
　
　

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
二 

‐ 

三
七 

‐ 

四

　
　
　
　
　

電
話　

０
３ 

‐ 

３
９
８
０ 
‐ 

３
１
３
１

　

懇
親
会　

17
時
頃
よ
り
池
袋
駅
近
く
の
居
酒
屋
で
、
新
年

　
　
　
　
　

の
懇
親
会
を
開
き
ま
す
。
ご
参
加
下
さ
い
。

　

会　

費　

四
、〇
〇
〇
円

＊
総
会
及
び
懇
親
会
に
ご
出
席
の
方
は
、
１
月
15
日
ま
で
に

　

同
封
ハ
ガ
キ
に
て
事
務
局
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

＊
総
会
に
ご
欠
席
の
方
は
、
１
月
20
日
ま
で
に
同
封
の

　

委
任
状
に
ご
記
入
の
上
ご
返
送
下
さ
い
。

＊
総
会
に
は
、
会
員
皆
様
の
出
席
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
間
で
は
、
大
半
の
方
々
が
お
互
い
に
面
識
が
あ

　

り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
さ
れ
、
有
意
義
な

　

文
化
交
流
を
戴
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

講
師
紹
介

　

北
澤
光
太
君
。
千
葉
県
花
見
川
区
に
住
む
小
学
校
５
年

生
で
す
。
４
年
生
と
５
年
生
の
２
年
間
、
夏
休
み
の
研
究

課
題
に
、
蓮
の
花
を
選
び
、
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
研
究

の
「
蓮
の
世
界
」
が
、
千
葉
市
小
中
特
別
支
援
学
校
児
童

生
徒
作
品
総
合
展
覧
会
「
科
学
部
門
」
に
選
ば
れ
、
９
月

学
校
を
代
表
し
て
、
千
葉
科
学
館
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

会
費
納
入
に
つ
い
て

　

２
０
０
９
年
度
の
蓮
文
化
研
究
会
の
会
費
の
徴
収
は
、

次
回
の
蓮
通
信
を
送
付
の
時
、
振
込
み
用
紙
を
同
封
し
ま

す
の
で
、振
込
み
は
用
紙
到
着
後
に
お
願
い
し
ま
す
。
総
会
・

会
場
に
於
い
て
も
、
会
費
納
入
を
受
け
付
け
ま
す
。

蓮
の
カ
レ
ン
ダ
ー
頒
布

  

宇
都
宮
城
跡
蓮
池
再
生
検
討
委
員
会
主
催
、「
第
六
回
栃

木
花
蓮
写
真
展
」
で
上
位
入
賞
作
品
と
、
与
謝
蕪
村
の
俳

句
を
組
合
わ
せ
た
、
２
０
０
９
年
版
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
出

来
ま
し
た
。
頒
布
し
ま
す
。

　

版
形　

A4
判  

16
面

　

価
格　

１
０
０
０
円 

送
料
込
み

　

申
込 

・
問
合
せ
先

　
　

印
南
洋
造 

理
事
へ

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

　

０
２
８
‐
６
６
３
‐
１
３
１
３

Ｂ
Ｂ
Ｓ
蓮
談
義
で
の
画
像
送
信
方
法

　

当
会
の
サ
イ
ト
で
画
像
を
送
信
す
る
場
合
、
フ
ァ
イ
ル

（JPEG
 

）
72
Ｄ
Ｐ
Ｉ 300KB

ま
で
（200m

m

×130m
m

程
度
）
を
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
な
ど
に
置
き
ま
す
。

　

投
稿
欄
か
ら
「
投
稿
者
名
」
メ
ー
ル
（
あ
な
た
の
ア
ド
レ

ス
／
な
く
て
も
よ
い
）「
題
名
」「
内
容
」
を
書
き
込
み
ま
す
。

　

次
に
、
画
像
の
右
側
の
参
照
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す

と
、「
フ
ァ
イ
ル
の
選
択
」
と
い
う
ウ
イ
ン
ド
ウ
が
開
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
送
信
し
た
い
画
像
に
マ
ウ
ス
の
矢
印
を
あ
て
、
マ

ウ
ス
左
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
と
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
の
下

「
フ
ァ
イ
ル
名
」
に
目
的
画
像
フ
ァ
イ
ル
の
フ
ァ
イ
ル
名
が
出

て
き
ま
す
。

　

次
に
そ
の
右
側
の
「
開
く
」
ボ
タ
ン
を
左
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、

ウ
イ
ン
ド
ウ
が
消
え
、「
投
稿
欄
・
画
像
」
右
の
欄
に
画
像
フ
ァ

イ
ル
名
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
「
題
名
」
の
右
側
「
投
稿
」
ボ
タ
ン
を
左
ク
リ
ッ

ク
し
ま
す
と
、
文
章
と
共
に
画
像
が
送
信
さ
れ
ま
す
。
も
し

ど
う
し
て
も
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
画

面
を
見
な
が
ら
電
話
で
直
接
説
明
も
致
し
ま
す
。
会
員
の
方

は
遠
慮
無
く
申
し
出
て
下
さ
い
。　
　
　

  

理
事
・
千
島
秀
元

　

池
上
正
治
理
事
。
１
９
４
６
年
新
潟
県
生
れ
。
作
家
、

翻
訳
家
。
東
京
外
国
語
大
学
中
国
科
卒
。
在
学
中
の

１
９
６
７
年
に
初
め
て
、
中
国
に
行
く
。
そ
の
後
、
訪
中

は
２
５
０
回
を
超
え
る
。
中
国
大
陸
の
全
て
の
省
市
区
お

よ
び
台
湾
に
足
跡
を
印
す
。
中
国
に
関
す
る
著
述
、
翻
訳
、

講
演
の
か
た
わ
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
交
流
に
も
努
め
る
。
著
・

訳
・
編
著
は
60
余
册
。

新
会
員
紹
介
（
10
月
～
11
月
に
入
会
さ
れ
た
方
）

尾
白
直
子  

ギ
ャ
ラ
リ
ー  

ぶ
ら
里  

〒
四
〇
八
‐
〇
〇
三
六

　

山
梨
県
北
杜
市
長
坂
町
中
丸
１
７
２
６

　

電　

話　

０
５
５
１
‐
３
２
‐
５
８
５
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
５
１
‐
３
２
‐
５
８
５
７

橋
本
孝
公　
　

〒
六
七
九
‐
一
一
一
四

　

兵
庫
県
多
可
郡
多
可
町
中
区
岸
上
３
６
０

　

電
話　

０
７
９
５
‐
３
２
‐
２
３
０
８

日
景
祐
子　
　

〒
一
〇
三
‐
〇
〇
〇
四 

日
本
ヴ
ォ
ア
ー
ル

　

東
京
都
中
央
区
東
日
本
橋
３
‐
５
‐
３　

１
３
０
３

　

電
話　

０
３
‐
５
６
５
１
‐
２
９
２
３

　

明
年
は
理
事
改
選
の
年
で
す
。
同
封
の
投
票
用
紙
に
ご

記
入
の
上
、
12
月
13
日
ま
で
に
切
手
を
貼
付
し
、
投
函
下

さ
い
。
ま
た
、
総
会
の
出
席
、
欠
席
（
欠
席
の
場
合
は
委

任
状
）
の
は
が
き
は
、
１
月
20
日
ま
で
に
投
函
下
さ
い
。

毎
回
投
函
率
が
低
い
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
「
総
会
出
欠
の
は
が
き
」
と
、「
理
事
投
票
用
紙
の
封
筒
」

は
、
別
々
に
投
函
し
て
下
さ
い
。

『
蓮
文
化
だ
よ
り
13
号
』
一
月
末
発
行
予
定

　

会
員
各
位
に
原
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
『
蓮
文
化
だ

よ
り
13
号
』
は
、
１
月
末
発
行
予
定
で
編
集
中
で
す
。
今

回
は
20
名
よ
り
玉
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
集
は
フ
ラ

ン
ス
の
蓮
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
蓮
の
花
が
咲
い
た
経
緯

を
、
フ
ラ
ン
ス
在
住
の
画
家
で
会
員
の
雅
子
・
ヴ
ィ
ラ
ー

さ
ん
が
紹
介
し
ま
す
。
判
型
A4
判
、
40
ペ
ー
ジ
、
オ
ー
ル

カ
ラ
ー
で
す
。
総
会
出
席
者
に
は
当
日
配
付
の
予
定
で

す
。
欠
席
会
員
に
は
２
月
初
旬
総
会
報
告
と
一
緒
に
発

送
の
予
定
で
す
。
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脂
玉
）
で
あ
れ
ば
、
最
低
で
も
、
同
じ
重
さ
の
黄
金
の
価
値
が
あ
る

そ
う
で
す
（
Ｇ
）。

　

０
７
３

　

最
古
の
蓮
の
青
銅
器
は
？

　

そ
れ
は
「
晋し
ん
こ
う侯
臥が

こ壷
」（
壷
蓋
上
飾
蓮
花
弁
）
で
す
。
１
９
９
３
年
、

山
西
省
曲
沃
県
の
晋
国
の
墓
地
か
ら
出
土
し
た
一
対
で
す
。
西
周（
前

10
～
８
世
紀
）
の
作
品
と
推
定
さ
れ
、
高
さ
58
・
４
㎝
、
口
径
18
×

22
・
８
㎝
、
腹
径
24
×
34
・ 

２
㎝
。
ふ
た
の
部
分
に
波
状
の
蓮
弁
の

装
飾
が
な
さ
れ
て
い
る
、き
わ
め
て
荘
厳
な
工
芸
品
で
す
（
写
真
右
）。

　

中
国
の
青
銅
器
は
殷(

商)

以
降
、
秦
か
ら
唐
に
至
る
ま
で
、
鼎
・

酒
器
・
食
器
・

楽
奏
鐘
・
武

器
・
馬
車
の
模

様
・
文
字
・
文

章
・
透
か
し
彫

り
を
施
し
た

工
芸
な
ど
、
粋

を
極
め
た
作

品
と
し
て
、
お

び
た
だ
し
い

数
が
制
作
さ

れ
て
い
ま
す
。

  

王
其
超
先
生

の
研
究
資
料
に

よ
る
と
、
最
も

優
れ
た
青
銅
器

の
蓮
の
作
品
は
、
１
９
２
３
年
、
河
南
省
新
鄭
の
李
家
楼
か
ら
出
土

し
た
一
対
の
「
蓮
鶴
方
壺
」
だ
そ
う
で
す
（
写
真
左
）。
そ
れ
は
春

秋
の
中
期
（
前
５
～
６
世
紀
）
の
作
品
で
、
高
さ
１
２
６
㎝
、
口
径

は
24
・
９
×
30
・
５
㎝
、
重
さ
64
・
28
㎏
で
あ
り
、
方
形
を
し
た
壺
で

す
。
そ
の
蓋
の
部
分
が
蓮
の
花
弁
と
な
り
、
中
央
に
鶴
が
立
ち
、
羽

を
広
げ
て
、
い
ま
に
も
飛
び
立
と
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

  

こ
の
春
秋
時
代
の
蓮
鶴
方
壺
が
、
そ
の
後
の
時
代
の
作
品
に
勝
る

と
も
劣
ら
な
い
精
緻
な
青
銅
器
で
あ
る
こ
と
に
、
い
ま
さ
ら
の
よ

う
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
こ
の
一
対
の
青
銅
製
の
蓮
の
壷
は
、
北
京

の
故
宮
博
物
院
と
河
南
省
の
博
物
館
に
、
そ
れ
ぞ
れ
収
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
（
Ｔ
）。

り
、
よ
う
や
く
実
用
的
な
陶
器
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

  

白
陶
封
口
鬹
は
、
か
く
も
古
い
時
代
、
す
で
に
実
用
品
か
ら
芸
術

品
の
域
に
ま
で
達
し
た
陶
器
で
す
。
一
般
的
な
時
代
認
識
を
変
え
る

作
品
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
（
Ｔ
）。

  　
　

０
７
２

　

最
古
の
蓮
の
玉
器
は
な
に
？

  

そ
れ
は
、
中
国
・
唐
代
の
も
の
と
さ
れ
る
「
双
鳳
紋
玉
佩
」（
そ

う
ほ
う
も
ん
ぎ
ょ
く
は
い
）
で
し
ょ
う
。
北
京
の
故
宮
博
物
院
に
収

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
玉
（
ぎ
ょ
く
）
と
は
、
乳
白
色
や
緑
、
青
な
ど
の
美
し

い
石
の
こ
と
で
す
。
科
学
的
に
い
え
ば
、
硬
度
が
５
～
６
ほ
ど
の
軟

玉
（
な
ん
ぎ
ょ
く
）
と
、
硬
度
が
７
く
ら
い
の
硬
玉
（
こ
う
ぎ
ょ
く
）

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
硬
度
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
（
硬
度
10
）
を

基
準
と
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
の「
双
鳳
紋
玉
佩
」は
、向
か
い
あ
っ
た
一
対
の
鳳（
お
お
と
り
。

あ
る
い
は
鳳
凰
か
？
）
が
、
す
か
し
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

鳳
た
ち
は
、
蓮
の
花
の
う
え
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
鳳
た
ち
の
尾
は
、

雲
紋
（
う
ん
も
ん
）
と
と
も
に
、
高
く
舞
う
か
の
よ
う
で
す
。

　

佩
（
は
い
）
と
は
、
身
に
佩
（
お
）
び
る
こ
と
で
す
。
こ
の
中
国

最
古
の
蓮
の
玉
は
、
た
ぶ
ん
上
部
の
あ
な
に
ヒ
モ
を
と
お
し
、
身
に

つ
け
た
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
主
は
誰
か
？　

な
ど
と
想
像
の
翼
を

広
げ
る
の
も
楽
し
い
で
す
。

　

玉
（
ぎ
ょ
く
）
に
も
色
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、乳
白
色
で
古
い
も
の
（
羊

蓮
の
Ｑ
＆
Ａ

　

０
７
１

　

最
古
の
蓮
の
陶
器
は
？

   

そ
れ
は
「
白は
く
と
う陶
封ふ
う
こ
う口
鬹き

」
で
す
。
１
９
７
７
年
、
中
国
山
東
省
菖

県
で
出
土
し
、
同
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
か
ら

お
よ
そ
６
０
０
０
年
前
の
昔
、新
石
器
時
代
、大
汶
口
文
化
の
遺
物
で
、

高
さ
24
㎝
。
３
本
の
脚
を
も
ち
、ふ
た
の
部
分
が
蓮
の
果
托
状
に
な
っ

て
い
て
、
全
体
が
凝
っ
た
特
異
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
雌
蕊
を
思
わ

せ
る
ふ
た
の
小
さ
な
穴
か
ら
、
湯
気
が
出
た
り
、
し
ず
く
が
付
く
こ

と
で
、
朝
靄
に
浮
か
ぶ
蓮
を
彷
彿
さ
せ
ま
す
。
こ
の
陶
器
を
よ
く
見

る
と
、
作
者
が
い
か
に
蓮
を
光
景
と
共
に
観
察
し
造
形
に
表
現
し
た

か
、
当
時
の
中
国
人
の
文
化
性
に
目
を
見
張
り
ま
す
。

　

粘
土
を
成
形
し
焼
成
す
る
も
の
を
、
日
欧
で
は
陶
器
と
よ
び
、
石

の
粉
（
長
石
系
）
を
混
ぜ
て
焼
成
す
る
も
の
を
磁
器
と
よ
び
ま
す
。

中
国
で
は
、
１
０
０
０
度
以
下
の
焼
成
物
を
陶
器
と
し
、
そ
れ
以
上

の
温
度
の
も
の
、
釉
薬
の
か
か
る
も
の
を
磁
器
と
し
ま
す
。
中
国
や

オ
リ
エ
ン
ト
に
お
い
て
土
器
類
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

紀
元
前
７
０
０
０
年
頃
の
よ
う
で
す
。

　

ち
な
み
に
日
本
で
は
、
縄
文
時
代
（
１
万
年
以
上
前
）
す
で
に
土

器
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
７
０
０
～
８
０
０
度
程
度
の
素

焼
が
ほ
と
ん
ど
で
「
縄
文
式
」
と
よ
ば
れ
、
縄
目
の
あ
る
器
で
す
。

２
５
０
０
年
～
１
７
０
０
年
前
こ
ろ
の
器
は
「
弥
生
式
」
と
よ
ば
れ
、

日
本
各
地
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
低
い
温
度
で
焼
成
さ

れ
、
硬
度
が
低
く
、
割
れ
や
す
い
も
の
で
し
た
。
約
１
５
０
０
年
前
、

大
陸
か
ら
１
０
０
０
度
以
上
で
焼
成
す
る
、
窯
焼
き
の
技
術
が
伝
わ
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画
像
磚
（
が
ぞ
う
せ
ん
）
と
は
、
焼
い
た
レ
ン
ガ
に
浮
き
彫
り
を
ほ

ど
こ
し
た
も
の
で
、
壁
の
一
部
と
し
た
り
、
墓
の
内
装
に
用
い
ら
れ

ま
す
（
今
も
、
昔
も
同
じ
で
す
）。

  

古
代
の
農
業
社

会
に
お
い
て
大
地

は
、
作
物
を
生
産

す
る
恵
み
の
地
で

あ
り
、
生
き
て
い

く
た
め
の
信
仰
の

地
で
も
あ
り
ま
し

た
。
何
時
の
時
か

ら
か
人
々
は
蓮
の

花
を
、
生
産
や
吉

祥
を
寓
意
す
る
花

と
し
て
親
し
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
仏
教
が

イ
ン
ド
か
ら
中
国

に
入
っ
て
く
る
よ

り
も
、
は
る
か
昔

の
こ
と
で
す
。

  

こ
の
画
像
磚
は
、
墓
の
内
壁
を
装
飾
し
た
も
の
で
（
１
９
８
４
年
、

四
川
省
三
界
里
出
土
）、
大
き
さ
は
25
㎝
×
44
㎝
。
こ
の
ほ
か
「
庄

園
農
作
画
像
磚
」（
四
川
省
博
物
館
蔵
、
縦
３
メ
ー
ト
ル
×
横
３
メ
ー

ト
ル
）
と
い
う
大
物
も
あ
り
ま
す
。

  

い
ず
れ
も
吉
祥
を
寓
意
す
る
動
植
物
や
行
事
、
日
常
生
活
な
ど
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
蓮
の
花
も
そ
の
一
例
で
す
。
広
大
な
蓮
池
や
蓮

田
に
は
、
葉
が
茂
り
花
が
咲
き
乱
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
舟
を
漕
ぎ
入

れ
て
、
漁
を
と
り
、
花
を
採
取
し
、
鳥
を
射
て
い
ま
す
。

　

蓮
花
文
で
は
、「
蓮
池
画
像
磚
」（
１
９
５
２
年
、
四
川
省
徳
陽
県

出
土
）、「
採
蓮
画
像
磚
」（
１
９
７
８
年
、
四
川
省
新
都
里
出
土
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
（
Ｚ
）。

　

０
７
７

　

最
古
の
蓮
の
漆
器
は
？

  

漆
器
が
歴
史
上
に
登
場
し
た
の
は
、
今
か
ら
５
９
０
０
～

６
４
０
０
年
程
前
の
中
国
の
よ
う
で
す
。
長
江
下
流
、
杭
州
市
近
く

の
河
姆
渡
（
か
ぼ
と
）
文
化
層
で
、
漆
塗
り
椀
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
蓮
花
銀
碗
（
れ
ん
か
ぎ
ん
わ
ん
。
写
真
・
左
）
で
し
ょ
う
。

６
世
紀
の
中
国
、
東
魏
（
５
３
４
～
５
４
９
）
の
作
品
で
、
い
ま
は

北
京
の
故
宮
博
物
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
国
の
歴
史
で
は
、
強
大
な
王
朝
が
で
き
る
前
に
、
短
命
な
政
権

が
あ
り
ま
す
。
漢

の
ま
え
の
秦
、
唐

の
ま
え
の
隋
な
ど

で
す
。
そ
の
隋
の

ま
え
の
百
数
十
年

を
、
南
北
朝
と
い

い
、
興
亡
し
た
政

権
は
10
を
数
え
ま

す
。
そ
の
１
つ
が

東
魏
（
と
う
ぎ
）

で
す
。

　

東
魏
は
わ
ず
か

16
年
で
し
た
が
（
秦

は
15
年
）、
蓮
の
花

の
銀
製
の
器
を
残

し
て
く
れ
た
点
で
、

注
目
し
、
感
謝
し

ま
す
。
ゆ
っ
た
り

と
広
が
る
器
は
、

よ
く
手
入
れ
さ
れ

る
の
で
し
ょ
う
、
輝
い
て
い
ま
す
。
波
の
よ
う
な
蓮
弁
が
、
そ
こ
を

占
め
て
い
ま
す
。
底
に
あ
る
の
は
果
托
で
し
ょ
う
、
小
さ
な
穴
や
オ

シ
ベ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

銀
は
貴
金
属
で
あ
り
、
金
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
腐
食
し
に

く
い
で
す
。
そ
の
た
め
歴
代
の
中
国
で
は
、
金
で
は
な
く
銀
を
、
通

貨
の
基
本
と
し
ま
し
た
。
銀
本
位
制
で
す
。
金
融
機
関
の
銀
行
は
そ

の
名
残
で
あ
り
、
銀
座
と
は
も
と
通
貨
（
銀
貨
）
を
つ
く
っ
た
場
所

の
こ
と
で
す
。
中
国
で
最
後
の
王
朝
に
は
、「
龍
紋
大
清
銀
幣
」
と
い

う
、
芸
術
品
さ
な
が
ら
の
銀
コ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
マ
ニ
ア

た
ち
の
垂
涎
（
す
い
ぜ
ん
）
の
的
で
す
（
Ｇ
）。

　

０
７
６

　

最
古
の
蓮
の
画
像
磚
は
？

　

そ
れ
は
、中
国
の
漢
代
の
「
蓮
池
漁
猟
画
像
磚
」（
写
真
・
下
）
で
す
。

　

０
７
４

　

最
古
の
金
属
の
蓮
は
な
に
？

  

そ
れ
は
鳥
獣
紋
蓮
弁
金
碗
（
ち
ょ
う
じ
ゅ
う
も
ん
れ
ん
べ
ん
き
ん

わ
ん
。
写
真
）
で
し
ょ
う
。
唐
代
（
６
１
８
～
９
０
７
）
の
も
の
と

さ
れ
、
北
京
の
故
宮
博
物
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

取
っ
手
の
部
分
は
確
か
に
、
鳥
の
頭
と
く
ち
ば
し
を
思
わ
せ
ま
す
。

碗
の
糸
じ
り
か
ら

は
、
蓮
の
花
の
蕚

（
が
く
）
と
花
弁
が

８
枚
、
大
き
く
、

力
強
く
、
立
ち
あ

が
り
ま
す
。
そ
の

う
え
に
刻
ま
れ
て

い
る
の
は
、
鳥
た

ち
や
動
物
た
ち
で

あ
り
、
い
く
ら
か

デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の

一
部
は
、
植
物
の

文
様
で
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
金
色
で
、

８
枚
の
蓮
の
花
弁

に
よ
っ
て
作
ら
れ

る
空
間
は
、
そ
れ

ほ
ど
大
き
な
も
の

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
ど
こ
で
、ど
ん
な
時
に
、こ
こ
に
何
を
満
た
し
、

誰
が
賞
味
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

葡
萄
酒
の
可
能
性
？ 

そ
ん
な
こ

と
を
フ
ト
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
鳥
獣
紋
蓮
弁
金
碗
は
、
厳
密
に
い
え
ば
、
メ
ッ
キ
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
金
製
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
た
だ
、
メ
ッ
キ
と
い
う
技
術

が
当
時
（
10
世
紀
以
前
）、
す
で
に
確
立
し
て
い
た
こ
と
は
驚
き
で

す
。
金
ム
ク
で
、
古
い
蓮
の
芸
術
品
を
知
っ
て
い
る
方
は
、
ど
う
か

蓮 

Ｑ
＆
Ａ
の
編
集
部
ま
で
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
（
Ｇ
）。

　

０
７
５

　

最
古
の
銀
製
の
蓮
は
な
に
？
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さ
て
、
峰
ヶ
塚

古
墳
で
す
が
、
そ

れ
は
大
阪
府
羽
曳

野
市
に
あ
る
古
市

古
墳
群
の
南
西
部

に
位
置
し
て
い
ま

す
。

　

５
世
紀
末
～
６

世
紀
初
頭
の
築
造

と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
こ
の
古
墳
か

ら
出
土
し
た
飾
り

金
具
は
、
蓮
の
花

が
満
開
の
時
、
そ

れ
を
真
上
か
ら
見

た
状
態
の
も
の
で

す
。
そ
れ
を
ク
リ
ア
に
切
り
抜
い
た
か
の
よ
う
な
金
具
で
す
。

　

そ
の
数
、
約
50
個
。
飾
り
金
具
の
ほ
と
ん
ど
は
銀
製
で
す
が
、
金

銅
製
の
も
の
が
数
点
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
蓮
の
花
の
大
き
さ
は
直

径
が
35
ミ
リ
～
52
ミ
リ
で
、
厚
さ
は
0.5
ミ
リ
。
花
弁
の
数
と
し
て
は

８
弁
、
７
弁
、
６
弁
の
３
種
類
で
す
。

  

花
弁
の
彫
金
は
優
美
か
つ
細
密
で
、
表
面
の
仕
上
げ
は
極
め
て
細

緻
で
す
。
こ
れ
ら
の
花
弁
の
先
端
に
は
、
２
つ
の
穴
が
あ
い
て
い
る

こ
と
や
、
繊
維
が
付
着
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ス
パ
ン
コ
ー
ル
の
よ

う
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

  

同
様
の
金
具
の
蓮
花
文
が
「
藤
ノ
木
古
墳
」（
奈
良
県
）
な
ど
か
ら

も
出
土
し
て
い
ま
す
（
Ｚ
）。

　

０
８
０

　

正
倉
院
の
な
か
に
蓮
を
探
せ
ば
？

　

た
く
さ
ん
、
あ
り
そ
う
で
す
。

　

正
倉
院
の
御
物
は
、
聖
武
天
皇
の
七
十
七
忌
に
際
し
、
光
明
皇
后

が
そ
の
御
冥
福
を
祈
っ
て
東
大
寺
に
献
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。
御
物

の
種
類
は
書
跡
、
文
房
具
、
調
度
、
仏
具
、
服
飾
、
楽
器
、
武
具
、

薬
類
、
遊
戯
具
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
い
ず
れ
も
由
緒
が
正
し
伝
世

品
で
す
。
以
下
に
、
蓮
の
遺
愛
品
を
見
て
み
ま
す
。

　
「
蓮
華
残
欠
」
は
、
花
の
高
さ
が
30
セ
ン
チ
、
池
の
長
さ
が
33
セ

ン
チ
で
、
蓮
の
花
が
咲
く
蓮
池
を
模
し
て
い
ま
す
。
蓮
池
の
底
は
、

術
的
な
価
値
は
け
っ
し
て
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
蓮
の
花
の
咲
く
頃
、

そ
れ
を
自
分
の
た
め
に
用
い
る
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
人
た
ち
の
目

に
も
と
ま
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

  

絹
や
紙
に
描
か
れ
た
作
品
は
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
材
質
に
寿
命

が
あ
る
た
め
、
あ
ま
り
古
い
も
の
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
理
由
か
ら
、
南

宋
（
１
１
２
７~

１
２
４
９
）、
呉
炳

（
ご
へ
い
）
の
筆
に

な
る
「
芙
蓉
出
水

図
」
が
、
最
古
の

扇
絵
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

  

宋
朝
（
北
宋
と
南

宋
）
は
、
軍
事
的

に
は
強
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
芸
術
や

文
化
で
は
唐
代
に

比
べ
て
い
い
ほ
ど
、
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
呉
炳
の
絵
は
じ
つ
に

写
実
的
で
あ
り
、
立
葉
の
う
え
に
咲
く
大
き
な
蓮
を
１
輪
だ
け
描
い

て
い
ま
す
。見
事
な
花
で
す
。２
日
目
で
し
ょ
う
か
？　

条
線
が
く
っ

き
り
し
て
お
り
、
花
弁
の
先
の
部
分
の
赤
色
が
こ
と
の
ほ
か
濃
い
よ

う
で
す
。

　

手
も
と
に
は
、
扇
の
絵
だ
け
を
集
め
た
『
扇
面
之
美
』
と
い
う
画

集
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
蓮
を
ふ
く
む
花
や
、
鳥
た
ち
が
描

か
れ
て
い
ま
す
が
、
呉
炳
の
「
芙
蓉
出
水
図
」（
北
京
・
故
宮
博
物

院
に
収
蔵
）
に
は
、
遠
く
及
ば
な
い
と
い
う
印
象
で
す
。

　

こ
の
芙
蓉
（
蓮
）
の
品
種
名
は
？
（
Ｇ
）。

　

０
７
９

　

日
本
最
古
の
金
属
の
蓮
は
？

　

そ
れ
は
、
管
見
に
な
り
ま
す
が
、
峰
ヶ
塚
古
墳
（
大
阪
府
）
か
ら

出
土
し
て
い
ま
す
。
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
（
写
真
・
下
）
で
す
が
、

そ
の
数
は
約
50
個
も
あ
り
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

イ
ン
ド
や
中
国
と
同
様
、
わ
が
日
本
で
も
、
仏
教
が
誕
生
す
る
前

か
ら
、
蓮
の
花
の
文
様
を
も
つ
装
飾
品
が
愛
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
歴
史
的
な
事
実
は
、
複
数
の
古
墳
か
ら
、
多
様
な
蓮
花
文
を
も

つ
文
化
財
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

  
日
本
で
は
、
今
か
ら
４
０
０
０
～
５
５
０
０
年
程
の
前
の
縄
文
晩

期
、
青
森
三
内
丸
山
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
、
漆
椀
が
あ
り
ま
す
。
八

戸
の
是
川
遺
跡
か
ら
は
木
胎
、
籃
胎
の
漆
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

  

こ
れ
ら
の
漆
器

に
絵
、
文
様
が
描

か
れ
、
そ
れ
が
最

古
の
「
蓮
」
と
な

る
と
や
は
り
中

国
、
前
漢
（
Ｂ
Ｃ

２
０
６
～
）
初
期

の
耳
杯
（
じ
は
い
）

だ
と
、
王
其
超
先

生
は
書
か
れ
て
い

ま
す
。

 

（
写
真
・
上
）
は
、

そ
の
中
心
に
千
弁

の
蓮
の
花
、
そ
の

周
囲
に
３
匹
の
亀

が
描
か
れ
て
い
る

と
て
も
す
ば
ら
し

い
作
品
で
す
。

　

亀
が
水
草
を
く

わ
え
た
り
、
泡
を

は
い
て
い
る
図
柄
で
「
蓮
魚
文
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
中
国
で
は

蓮
池
の
水
禽
図
は
、
吉
祥
を
寓
意
し
て
い
て
と
て
も
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
か
ら
「
連
年
有
余
」（
連
年
の
余
剰
）
や
「
年
々
有
余
」（
毎

年
の
余
剰
）
な
ど
の
吉
祥
語
や
吉
祥
図
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。　

  

ま
た
、
魚
と
蓮
の
文
様
は
韓
国
・
武
寧
王
陵
出
土
の
銅
椀
な
ど
に

も
あ
り
ま
す
。

  

日
本
で
は
福
岡
県
番
塚
古
墳
出
土
の
太
刀
に
、
蓮
の
花
を
く
わ

え
た
魚
の
文
様
が
あ
り
、
大
陸
文
化
の
影
響
と
つ
な
が
り
を
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ち
な
み
に
英
語
で
、china 

は
陶
磁
器
を
、

japan 

は
漆
器
を
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す
る
の
も
、
興
味
ぶ
か
い
こ

と
で
す
（
Ｋ
）。

　

０
７
８

　

最
古
の
蓮
の
扇
絵
は
？

  

扇
の
絵
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
大
き
く
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
芸



- ５ -

彼
女
を
西
の
浄
土

へ
導
い
て
く
れ
た

の
は
菩
薩
た
ち
だ

そ
う
で
す
。
こ
の

浄
土
思
想
は
、『
往

生
要
集
』
を
著
わ

し
た
源
信
（
恵
心
、

１
０
１
７
年
没
）

の
影
響
も
あ
り
、

日
本
の
各
地
に
伝

わ
り
ま
し
た
。

　

今
日
に
つ
た
わ

る
「
お
練
」
は
、

宗
派
（
浄
土
宗
）

の
枠
を
超
え
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

土
地
の
特
徴
を
備

え
て
い
ま
す
。
た

だ
、
姫
（
な
い
し
そ
こ
の
主
人
公
）
が
坐
る
の
は
蓮
台
で
あ
り
、
蓮

の
花
を
手
に
し
た
菩
薩
が
い
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
大
念
仏
寺
（
大
阪
）
の
「
お
練
」
で
、
金
蓮
の
花け

こ籠
を
も

つ
（
妙
音
）
菩
薩
で
す
（
Ｇ
）。

　

０
８
３

　

隠
岐
島
に
蓮
花
舞
が
あ
る
そ
う
で
す
が
？

　

あ
り
ま
す
。
正
し
く
は
「
隠
岐
国
分
寺
蓮
華
会
舞
」
で
す
。
島
根

県
の
隠
岐
島(

お
き
の
し
ま)

の
国
分
寺
に
、
平
安
時
代
か
ら
継
承

さ
れ
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
で
す
。
現
在
は
４
月
21
日
、

国
分
寺
跡
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

隠
岐
国
分
寺
は
聖
武
期
（
７
２
４
～
７
４
９
）
に
建
立
さ
れ
ま
し

た
が
、
明
治
の
廃
仏
毀
釈
や
た
び
た
び
火
災
に
あ
い
ま
し
た
。
最
近

で
は
平
成
19
年
、
本
堂
や
仏
像
、
舞
に
使
用
す
る
仮
面
も
す
べ
て
焼

失
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
不
死
鳥
の
よ
う
に
蘇
え
り
、
蓮
華
会
舞
だ

け
は
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
舞
の
起
源
は
イ
ン
ド
や
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
流
れ
を
く
む
伎
楽

で
、
無
言
の
仮
面
劇
で
す
。
江
戸
の
記
録
に
よ
る
と
、
５
年
毎
に
旧

暦
６
月
30
日
（
蓮
華
の
日
）
を
中
心
に
奉
納
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
ち
ょ

う
ど
蓮
の
花
の
季
節
で
す
。
こ
こ
に
は
「
レ
ン
ゲ
田
」
な
ど
の
地
名

監
督
に
し
て
、
た
く
さ
ん
の
絵
師
達
に
絵
筆
を
と
ら
せ
、
多
く
の
采

女
（
う
ね
め
）
た
ち
を
動
員
し
て
、
一
丈
六
尺
の
繍
帳
２
つ
を
薄
い

絹
に
刺
繍
さ
せ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
こ
の
「
天
寿
国
曼
荼
羅
」
で
す

（
写
真
・
左
）。

　

も
と
は
２
帳
で

あ
っ
た
の
で
す
が

破
損
、
紛
失
な
ど

で
傷
ん
で
し
ま

い
、
鎌
倉
時
代
に

補
修
さ
れ
て
、
縦

89
㎝
、
横
83
㎝
の

一
枚
に
縫
い
合
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
図
様
は
じ

つ
に
多
彩
で
す
。

仏
像
・
神
将
・
僧

侶
・
庶
民
な
ど
が

描
か
れ
い
る
ほ
か
、

鳳
凰
・
兎
・
飛
雲
・

唐
草
・
蓮
文
様
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

蓮
図
は
現
在
、
か

な
り
黒
く
見
え
ま
す
が
、
本
来
は
青
糸
で
刺
繍
さ
れ
た
青
蓮
花
の
は

ず
で
す
。

  

こ
こ
で
の
蓮
は
、
死
後
、
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
っ
た

人
が
、
蓮
の
花
の
中
に
生
を
受
け
る
と
い
う
蓮
華
化
生
を
表
し
て
い

ま
す
（
Ｋ
）。

　

０
８
２

　
「
お
練
」
の
な
か
の
蓮
は
？

　
「
お
練
」
す
な
わ
ち
二
十
五
菩
薩
来
迎
会
（
ら
い
ご
う
え
）
は
、

注
目
す
べ
き
仏
教
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
そ
の
理
由
は
、蓮
と
深
く
関
わ
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　

奈
良
の
当
麻
寺
（
た
い
ま
で
ら
）
と
中
将
姫
の
こ
と
は
『
蓮
文
化

だ
よ
り
』
１
１
号
を
、
彼
女
が
織
り
あ
げ
た
と
さ
れ
る
「
曼
荼
羅
図
」

に
つ
い
て
は 

Ｑ
＆
Ａ
の
０
４
０
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

姫
が
藕
絲
（
ぐ
う
し
。
蓮
の
糸
）
で
曼
荼
羅
を
織
る
と
い
う
話

は
、
た
と
え
文
学
的
な
潤
色
が
あ
る
と
し
て
も
、
い
い
物
語
で
す
。

白
緑
彩
で
、
白
砂
を
敷
き
、
貝
殻
を
散
ら
し
あ
り
ま
す
。
蓮
は
茎
が

金
銅
製
で
、
花
は
金
泥
彩
、
葉
は
銀
泥
彩
で
す
（
写
真
・
左
）。

　
「
漆
皮
金
銀
八
角

箱
」
は
、
蓮
台
の

上
に
２
羽
小
鳥
が

乗
り
、
そ
の
ま
わ

り
を
蓮
の
花
や
法

相
華
風
の
花
や
葉

が
鮮
や
か
な
色
で

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
紅
牙
撥
鏤
尺
」

は
、
蓮
台
の
上
に

小
鳥
が
乗
る
文
様

の
物
差
で
す
。

　
「
緑
金
箋
」
は
、

緑
麻
紙
に
金
砂
子

を
散
ら
し
た
散
華

で
あ
り
、
東
大
寺

大
仏
殿
の
開
眼
供

養
の
時
、
堂
塔
の

鴟
尾
か
ら
散
華
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
す
。
現
在
三
枚
だ
け
残
っ

て
い
ま
す
。

  

こ
の
ほ
か
、
散
華
を
乗
せ
た
と
思
わ
れ
る
竹
製
の
「
華
籠
」（
天
平

勝
宝
４
年
の
銘
）、
背
面
の
飛
鳥
と
蓮
の
花
が
出
色
で
、
特
に
蓮
の

花
は
象
牙
、
緑
染
め
野
角
、
ツ
ゲ
、
シ
タ
ン
で
象
眼
さ
れ
て
い
る
４

絃
の
「
紫
檀
木
画
槽
琵
琶
」、「
白
檀
製
の
蓮
華
座
」、「
蓮
華
形
鈴
」、「
蓮

華
形
香
炉
台
」（
漆
金
薄
絵
盤
）
な
ど
、
数
え
き
れ
ま
せ
ん
（
Ｚ
）。

　

０
８
１

　

天
寿
国
曼
荼
羅
の
な
か
の
蓮
は
？

　

ま
ず
、
天
寿
国
と
は
浄
土
世
界
の
こ
と
で
す
。

　

奈
良
・
中
宮
寺
蔵
の
「
国
宝　

天
寿
国
繍
帳
残
闕
」
は
、
刺
繍
工

芸
品
と
し
て
は
日
本
最
古
の
も
の
で
す
。
推
古
天
皇
30
年（
６
２
２
）、

聖
徳
太
子
が
薨
去
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
追
慕
し
、
嘆
き
悲
し
ん
だ
妃

の
橘
大
郎
女
（
た
ち
ば
な
の
お
お
い
ら
つ
め
）
は
、
往
生
し
て
天
寿

国
に
あ
そ
ぶ
太
子
の
姿
を
み
た
い
と
願
い
、
推
古
天
皇
に
「
図
像
を

つ
く
っ
て
、
太
子
御
往
生
の
姿
を
偲
び
た
い
」
と
願
い
で
て
、
許
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
椋
部
秦
久
麻
（
く
ま
べ
の
は
た
の
く
ま
）
を
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意(

お)

吉(

き)

麻
呂(

ま

ろ)

）
は
目
の
前
に
あ
る
立

派
な
蓮
の
葉
を
見
て
、
自
分

の
家
の
蓮
の
葉
は
サ
ト
イ

モ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
卑

下
し
て
戯
れ
た
歌
で
す
。

　

３
８
３
５　

勝
間
田(

か

つ
ま
た)

の
池
は
我(

わ
れ)

知
る
蓮(

は
ち
す)

な
し
然

(

し
か)

言
ふ
君
が
ひ
げ
な

き
ご
と
し
（
作
者
未
詳
）

　
「
勝
間
田
の
池
」
の
所
在

地
は
不
明
。左
注
に
よ
れ
ば
、

新
田
部(

に
ひ
た
べ
の)

親

王(

み
こ)

が
「
勝
間
田
の

池
」（
写
真
・
上
）
に
咲
い
て
い
る
蓮
の
花
に
感
動
し
て
、
そ
の
思
い

を
あ
る
婦
人
に
語
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
婦
人
の
詠
ん
だ
歌
と
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。「
勝
間
田
の
池
」
に
は
蓮
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
、
親
王
の

顔
に
鬚
が
な
い
よ
う
な
も
の
で
す
と
い
う
意
。「
勝
間
田
の
池
」
に
は

蓮
が
咲
い
て
お
り
、
親
王
の
顔
に
立
派
な
鬚
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
て
、
戯
れ
に
詠
ん
だ
歌
と
い
い
ま
す
。

　

３
８
３
７　

ひ
さ
か
た
の
雨
も
降
ら
ぬ
か
蓮(

は
ち)

葉(

す
ば)

に
溜
ま
れ
る
水
の
玉
に
似
る
見
む
（
作
者
未
詳
）

　

こ
れ
も
左
注
に
よ
れ
ば
、
役
所
で
酒
宴
が
催
さ
れ
て
料
理
が
蓮
の

葉
に
盛
ら
れ
て
い
た
と
い
い
、
同
席
し
て
い
た
右
兵
衛(

う
ひ
ゃ
う

ゑ
。
武
官
）
で
、
和
歌
に
優
れ
て
い
た
も
の
が
、
他
の
人
に
勧
め
ら

れ
て
詠
ん
だ
歌
な
の
で
す
。
蓮
の
葉
に
溜
ま
る
水
を
玉
と
見
立
て
た

と
こ
ろ
が
趣
向
で
す
（
Ｄ
）。

　

０
８
６

　

イ
ン
ド
の
神
話
に
み
る
蓮
は
？

  

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
宇
宙
の
創
造
に
ま
つ
わ
る
神
話
を
、
２

つ
だ
け
紹
介
し
ま
す
。

　
「
原
初
に
存
在
し
た
の
は
水
の
み
で
あ
り
、
そ
の
水
の
中
か
ら
蓮

の
葉
が
浮
か
び
あ
が
り
、
黄
金
色
の
千
の
花
弁
を
も
つ
蓮
の
花
が
開

い
た
」（『
タ
イ
ッ
テ
ィ
リ
ー
ヤ
・
ア
ラ
ニ
ヤ
ー
カ
』
よ
り
）。

　
「
水
に
浮
か
ん
で
い
る
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
の
臍(

へ
そ)

か
ら
蓮
が
生

え
、
そ
の
花
か
ら
ブ
ラ
フ
マ
ー
神
が
生
ま
れ
た
」（『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ

う
で
す
が
、
後
世
の
注

釈
で
は
、
想
う
男
に
会

え
な
い
女
の
気
持
ち
、

と
し
て
い
ま
す
。
編
者

（
孔
子
）
の
考
え
を
聞

き
た
い
も
の
で
す
。

  

ま
た
、
忘
れ
て
な

ら
な
い
の
は
、
屈
原

（
く
つ
げ
ん
。
Ｂ
Ｃ

２
８
０
？
没
）
の
『
離

騒
』（
り
そ
う
）
で
す
。

戦
国
時
代
、
楚
の
憂
国

（
愛
国
）
詩
人
だ
っ
た

彼
は
、「
芰
荷
（
き
か
。

蓮
の
こ
と
）
で
衣
を
制

（
つ
く
）
り
、芙
蓉
（
ふ
よ
う
。
蓮
の
花
）
を
裳
（
き
も
の
）
と
な
す
」

と
、『
離
騒
』
の
な
か
に
詠
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。

  

写
真
・
左
は
『
詩
経
』
の
「
採
薬
」
を
絵
に
し
た
も
の
で
、
宋
・

馬
和
知
の
作
品
で
す
（
Ｇ
）。

　

０
８
５

　

蓮
を
詠
ん
だ
日
本
最
古
の
歌
集
？

　

そ
れ
は
『
万
葉
集
』
で
あ
り
、
４
首
の
蓮
の
和
歌
が
詠
ま
れ
て
い

ま
す
（
数
字
は
、
番
号
）。

　

３
２
８
９　

み
佩(
は)

か
し
を　

剣(

つ
る
ぎ)

の
池
の　

蓮(

は

ち)

葉(

す
ば)

に　

溜
ま
れ
る
水
の　

行
く
へ
な
み　

我(

あ)

が

す
る
時
に

　

逢
ふ
べ
し
と　

逢
ひ
た
る
君
を　

な
寝(

い)

ね
そ
と　

母
聞
こ

せ
ど
も　

我(

あ)

が
心　

清(
き
よ)
隅(

す
み)

の
池
の

    

池
の
底　

我(

あ
れ)

は
忘
れ
じ　

直(
た
だ)

に
逢
ふ
ま
で
に（
作

者
未
詳
）

　

蓮
の
葉
に
溜
ま
る
水
を
譬
え
と
し
て
用
い
て
、
よ
る
べ
な
き
恋
の

思
い
が
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。『
日
本
書
紀
』
に
は
、
６
３
５
年
７
月

に
１
茎
２
花
の
瑞
蓮
が
「
剣
池
」
で
咲
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
８
２
６　

蓮(

は
ち)

葉(

す
ば)

は
か
く
こ
そ
あ
る
も
の
意

(

お)

吉(

き)

麻
呂(

ま
ろ)

が
家
な
る
も
の
は
芋(

う
も)
の
葉

に
あ
ら
し
（
意
吉
麻
呂
）

　

芋
は
サ
ト
イ
モ
の
こ
と
。
作
者
（
長(

な
が
の)

忌
寸(

い
み
き)

も
あ
り
、
レ
ン
ゲ
弁

当
を
作
り
、
村
民
あ

げ
て
五
穀
豊
穣
を
祈

り
、
楽
し
ん
だ
よ
う

で
す
。

  

本
堂
前
に
、
広
さ

４
・
５
メ
ー
ト
ル
四

方
、
高
さ
１
・
２
メ
ー

ト
ル
の
仮
設
舞
台
を

設
け
、
そ
こ
で
披
露

し
ま
す
。
舞
の
始
ま

る
前
に
、
僧
侶
、
世

話
役
、
演
舞
者
が
舞

台
下
を
三
周
し
ま

す
。
こ
れ
を
行
道

(

ぎ
ょ
う
ど
う)

と
い
い
ま
す
。

  

舞
の
演
目
は
、
昔
は
１
２
０
種
ほ
ど
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
は

「
太
平
楽
」「
麦
焼
き
舞
」
な
ど
７
種
の
み
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
雅
楽
や
狂
言
に
見
ら
れ
る
舞
や
農
作
業
を
コ
ミ
カ
ル
に
演
じ
た

独
特
の
舞
で
す
。
昔
は
、
蓮
の
花
が
主
役
で
、
蓮
の
舞
も
奉
納
さ
れ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
の
「
仏
舞
」
が
往
時
を
偲
ば
せ
ま
す
（
Ｉ
）。

　

０
８
４

　

蓮
を
詠
ん
だ
中
国
最
古
の
詩
集
？

  

そ
れ
は
『
詩
経
』
で
す
。
い
ま
か
ら
約
２
５
０
０
年
前
、
周
代
か

ら
春
秋
ま
で
、
中
国
の
各
地
に
つ
た
わ
る
詩
を
１
冊
に
集
め
た
も
の

で
す
。
そ
れ
を
編
さ
ん
し
た
と
さ
れ
る
孔
子
は
、「
詩
三
百
、
思
い

邪
（
よ
こ
し
ま
）
な
し
」
と
総
評
し
て
い
ま
す
。

  

実
際
の
『
詩
経
』
に
は
、
全
部
で
３
０
５
篇
の
詩
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
詩
風
は
、
確
か
に
素
朴
で
、
力
強
く
、
虚
偽
や
無
用
な
潤

色
が
な
い
の
で
す
。

　

山
に
扶
蘇
（
ふ
そ
）
あ
り
、
湿
に
荷
華
あ
り
（
鄭
風
）

　

―
― 

山
に
は
扶
蘇
（
草
の
名
）
が
あ
り
、
湿
地
に
は
蓮
の
花
が
咲

　

く
（
鄭
の
国
の
詩
）

　

か
の
沢
の
陂
に
蒲
と
荷
あ
り
（
陳
風
）

　

―
― 

あ
の
沢
の
陂
（
そ
ば
）
に
は
、
ガ
マ
と
蓮
と
が
生
え
て
い
る

　
（
陳
の
国
の
詩
）

な
ど
が
そ
の
好
例
で
す
。
い
ず
れ
も
実
際
の
風
景
を
詠
ん
で
い
る
よ
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大
小
色
爭
美　

夷
齊
香
益
淸

　

紅
衣
浮
水
潔　

綠
蓋
受
風
輕

　

池
浸
連
不
影

　

雙
雙
花
弟
兄

　
（『
常
山
文
集
』

１
３
７
） 

―
水
を
た
た
え
た

池
の
面
に
蓮
の
葉

が
翻
り
、
１
茎
２
花
の
対
を
な
し
た
紅
の
蓮
の
花
が
咲
き
競
っ
て
い

る
と
い
う
趣
向
で
す
。

　

蓮
の
清
々
し
い
美
し
さ
を
、
伯
夷
叔
齊
（
斉
）
の
兄
弟
の
故
事
に

た
と
え
て
い
ま
す
。
詩
中
の
「
芙
蓉
」
は
蓮
の
花
の
意
。
題
詞
に
よ

れ
ば
、「
唐
蓮
」
が
始
め
て
「
雙
（
＝
双
）
頭
」
の
花
を
咲
か
せ
た

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
花
は
め
で
た
い
こ
と
の
し
る
し
（
＝
瑞

兆
）
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

光
圀
公
に
は
、
後
楽
園
の
池
（
水
戸
藩
の
上
屋
敷
内
）
に
咲
い
た

双
頭
蓮
を
詠
ん
だ
漢
詩
（『
常
山
文
集
』
６
２
２
）
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
詩
の
中
で
は
「
瑞
蓮
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
（
Ｄ
）。

　

０
８
９

　

イ
ン
ド
の
古
詩
に
み
る
蓮
は
？

　

き
わ
め
て
興
味
ぶ
か
い
で
す
。
例
え
ば
、『
古
代
イ
ン
ド
の
神
』（
オ

ド
ン
・
ヴ
ァ
レ
著
）に「
蛇
の
上
で
休
む
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
と
、ヴ
ィ
シ
ュ

ヌ
神
の
臍
か
ら
生
え
て
い
る
蓮
の
上
に
立
つ
創
造
神
ブ
ラ
フ
マ
ー
」

と
い
う
、
絵
が
載
っ
て
い
ま
す
（
写
真
・
次
頁
。
細
密
画
、
16
世
紀
）。

　

そ
れ
と
そ
っ
く
り
の
情
景
が
、
松
山
俊
太
郎
著
『
イ
ン
ド
の
エ
ロ

ス
』
の
な
か
の
詩
に
あ
り
ま
す
。「
…
／
臍
の
蓮
花
に
坐
る
ブ
ラ
フ

マ
ー
を
み
と
め
た
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
は
／
欲
情
の
漲
る
ゆ
え
に
／
ハ
リ

の
右
目
を　

た
ち
ま
ち　

蔽
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
部
分
で
す
。

　

そ
の
詩
の
解
説
に
は
、「
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
は
吉
祥
天
、
繁
栄
と
美

の
神
さ
ま
で
あ
り
、
も
と
は
大
地
母
神
で
、
蓮
花
（
れ
ん
げ
）
の
神

さ
ま
で
も
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ド
人
は
、
大
地
そ
の
も
の
が
蓮
花
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
ド
の
古
詩
に
は
、
ハ
ー
ラ
ー
編
『
サ
ッ
タ
サ
イ
ー
』
や
、
詩

聖
カ
ー
リ
ダ
ー
サ
の
作
品
な
ど
多
数
あ
り
、
そ
の
な
か
の
多
く
に
、

蓮
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
描
写
は
、「
両
腕
は
蓮
の
茎
顔
は
蓮

び
引
用
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

ま
た
、「
花
中
の
君
子
」
の

表
現
で
す
が
、
蓮
の
花
を

こ
れ
以
上
の
褒
め
讃
え
た

言
葉
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
「
愛
蓮
説
」
は
、
宋
の
黄

堅
が
、
中
国
の
戦
国
時
代

か
ら
宋
ま
で
の
詩
文
を
集

め
た
『
古
文
真
宝
後
集
』（
前

集
は
詩
文
を
後
集
は
文
章

を
集
め
た
も
の
）
に
収
め

ら
れ
、
元
・
明
時
代
に
広

く
流
布
し
ま
し
た
。
わ
が

国
に
室
町
初
期
に
伝
来
す

る
と
、
僧
侶
達
の
必
読
書
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
漢
文

学
者
だ
け
で
な
く
、
中
国
詩
文
を
学
ぶ
人
達
に
広
く
普
及
し
愛
唱
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
画
家
、
書
家
の
画
題
に
な
り
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

図
版
は
、
国
宝
「
周
茂
叔 

愛
蓮
図
」（
狩
野
正
信
、
東
京
国
立
博

物
館
蔵
）（
Ｚ
）。

　

０
８
８

　

日
本
に
も
蓮
の
文
人
が
い
た
？

　

い
ま
し
た
。
意
外
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
水
戸
黄
門
す
な
わ
ち
徳

川
光
圀
（
義
公
、
１
６
２
８
～
１
７
０
０
）
を
推
薦
し
ま
す
。　

講

談
や
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
黄
門
さ
ま
が
、
諸
国
を
漫
遊
し
て
悪
人

を
懲
ら
し
め
る
と
い
う
の
は
史
実
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
彼
は
実
在

の
人
物
で
す
。

　

光
圀
公
は
そ
の
政
治
的
手
腕
だ
け
で
は
な
く
、
文
人
と
し
て
も
面

目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
り
、
実
に
た
く
さ
ん
の
文
章
、
和
歌
や
漢
詩

を
残
し
て
い
ま
す
（
右
は
、
そ
の
全
集
）。
多
く
の
題
材
を
詠
ん
で

い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
「
蓮
」
を
題
材
に
し
た
作
品
も
あ
り

ま
す
。
和
歌
は
３
首
の
み
で
す
が
、
漢
詩
は
20
首
以
上
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。
各
１
首
の
み
紹
介
し
ま
す
。

　

白
玉
を
は
す
の
ひ
ろ
葉
に
ゆ
り
す
へ
て
ひ
ち
り
に
そ
ま
ぬ
月
そ
や

と
れ
る
（『
常
山
詠
草
』
２
０
４
） 

―
大
き
な
蓮
の
葉
に
た
ま
っ
た
玉
の
よ
う
な
露
、
清
澄
な
月
影
を
映

し
た
美
し
い
情
趣
を
醸
し
出
し
て
い
る
と
い
う
趣
向
で
す
。

　

芙
蓉
今
示
瑞　

分
豔
共
同
莖

タ
』
よ
り
。
図

版
）。

　

ヴ
ィ
シ
ュ

ヌ
神
の
別
名

は
「
ナ
ー
ラ
ー

ヤ
ナ
」
で
、
そ

の
ナ
（
ー
）
ラ

と
は
、
宇
宙
の

原
初
の
水
の
こ

と
。
ヴ
ィ
シ
ュ

ヌ
の
臍
よ
り
で
た
蓮
か
ら
は
、
カ
イ
ラ
ス
な
ど
の
聖
山
が
生
ま
れ
ま

す
。
ブ
ラ
フ
マ
ー
は
創
造
の
神
で
あ
り
、
そ
の
心
に
マ
ナ
サ
ロ
ワ
ー

ル
な
ど
の
聖
湖
を
つ
く
り
、
そ
こ
か
ら
河
が
流
れ
で
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
神
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
妃
で
あ
り
、
そ
の
別

名
に
「
パ
ド
マ
・
サ
ン
バ
ヴ
ァ
」（
蓮
か
ら
生
ま
れ
た
者
）、「
パ
ド

マ
ス
テ
ィ
タ
ー
」（
蓮
の
う
え
に
立
つ
者
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

蓮
は
、
古
代
イ
ン
ド
人
に
と
っ
て
、
太
陽
や
星
の
象
徴
で
あ
り
、

天
と
地
と
結
ぶ
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
産
（
殖
）・
豊
饒
・
美

の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
の
で
す
。

　

い
ま
の
イ
ン
ド
で
は
、
ハ
ス
も
ス
イ
レ
ン
も
み
な
「
パ
ド
マ
」
で

あ
り
、
お
も
に
色
の
違
い
で
そ
の
名
が
異
な
る
よ
う
で
す
。
友
人
の

名
前
は
、
な
ん
と
兄
が
パ
ン
カ
ジ
（
赤
い
蓮
）、
弟
が
ニ
ー
ラ
ジ
（
青

い
蓮
）
で
す
（
Ｓ
）。

　

０
８
７

　

中
国
の
蓮
の
文
人
と
い
え
ば
？

　

古
今
東
西
の
蓮
の
「
詞
・
詩
・
和
歌
・
俳
句
」
で
、
最
初
に
思
い

出
す
「
う
た
」
と
聞
か
れ
て
、
答
え
る
の
は
誰
の
「
う
た
」
で
し
ょ

う
か
。
管
見
で
す
が
蓮
に
興
味
を
持
つ
人
な
ら
、
周
茂
叔
の
「
愛
蓮

説
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
で
は
シ
ュ
ー
マ
ン
の
「
蓮
の
花
」

が
有
名
で
す
が
こ
ち
ら
は
睡
蓮
の
よ
う
で
す
。
和
歌
、
俳
句
、
詩
に

も
蓮
の
花
を
詠
ん
だ
秀
句
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
す
ぐ
に
思
い

出
せ
る
人
は
、
よ
ほ
ど
の
愛
蓮
家
で
す
。

　

愛
蓮
説
の
作
者
、
周
敦
頤
（
１
０
１
７
～
１
０
７
３
）
字
は
茂
叔
、

号
は
濂
渓
。
北
宋
の
哲
学
者
で
す
。
わ
ず
か
１
１
９
字
の
「
愛
蓮
説
」

は
、
簡
潔
な
文
と
比
喩
が
巧
み
な
こ
と
で
知
ら
れ
、
蓮
の
文
学
史
で

最
も
親
し
ま
れ
て
い
る
詩
文
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
、「
淤

泥
よ
り
出
て
染
ま
ら
ず
」
は
、
蓮
の
花
を
表
現
す
る
と
き
に
た
び
た
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秋
７
、８
月
に
、
荷
の
根
甚
甘
し
」（〈
池
に
〉
蓮
、
菱
が
多
く
生
え

て
い
て
、
７
～
８
月
の
蓮
根
は
大
変
美
味
し
い
。）
と
あ
り
、
旬
の

蓮
根
が
食
卓
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

　

蓮
根
は
古
く
か
ら
生
薬
や
食
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た（
Ｚ
）。

　

０
９
３

　
『
本
草
綱
目
』
の
な
か
の
蓮
は
？

　

そ
れ
は
驚
く
べ
き
内
容
で
す
。
な
ぜ
な
ら
『
本
草
綱
目
』（
ほ
ん

ぞ
う
こ
う
も
く
）
で
は
、
蓮
と
い
う
植
物
を
、
根
・
茎
・
葉
・
花
弁
・

雄
し
べ
・
め
し
べ
・
花
托
や
果
托
・
実
・
実
の
芯
な
ど
に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
薬
効
を
論
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、

　

蓮
の
実 

― 

甘
く
、
渋
く
、
無
毒
。
百
病
を
除
き
、
常
服
す
れ
ば
年

　
　
　
　
　
（
齢
）
を
延
ば
す
。

　

蓮
の
葉 

― 

苦
く
、無
毒
。
渇
を
止
め
、産
後
の
口
の
乾
き
を
治
す
。

　

蓮
の
花 

― 

苦
く
、
甘
く
、
無
毒
。
心
神
を
安
ら
げ
、
顔
（
色
）　

　
　
　
　
　
　

を
養
う
。

　

レ
ン
コ
ン
― 

甘
く
、無
毒
。
熱
に
よ
る
渇
を
治
し
、五
臓
を
滋
（
う

　
　
　
　
　
　

る
）
お
す
。

　

蓮
の
実
の
芯 

― 

苦
く
、
無
毒
。
貧
血
や
産
後
の
渇
を
治
す
…
と
い
う

　
　
　
　
　
　

  

具
合
で
す
。

　

李
時
珍
（
り
じ
ち
ん
。
写
真
は
、
郷
里
の
湖
北
省
に
た
つ
像
）
の

こ
の
畢
生
の
巨
著
（
全
５
２
巻
、
１
８
９
２
種
を
収
録
）
が
刊
行
さ

れ
た
の
は
、
１
５
９
６
年
（
明
代
）
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
彼
の

死
後
３
年
目
の
こ
と
で
す
。

　

日
本
に
こ
の
『
本
草
綱

目
』
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
、

１
６
０
７
年
、林
羅
山
（
は

や
し
ら
ざ
ん
）
に
よ
っ
て

で
し
た
。
彼
は
徳
川
家
康

の
ブ
レ
ー
ン
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
中
国
で
蓮
（
レ

ン
コ
ン
）
の
薬
用
に
注
目

し
た
最
初
は
、
漢
代
の
薬

学
書
『
本
草
経
』（
ほ
ん

ぞ
う
き
ょ
う
）
で
す
。
そ

れ
は
今
か
ら
約
２
０
０
０

年
も
昔
の
こ
と
！
（
Ｇ
）。

白
き
、紫
の
蓮
を
調
へ
」
と
い
う
も
の
。
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
「
青

い
蓮
」「
紫
の
蓮
」
と
は
、
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

  

当
然
の
こ
と
、
こ
の
持
仏
開
眼
の
場
面
に
は
、
荷
葉
も
く
ゆ
ら
せ

て
あ
り
ま
す
。
荷
葉
は
、
平
安
時
代
に
よ
く
用
い
ら
れ
た
６
種
の
香

の
１
つ
で
、
夏
の
室
内
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
蓮 

Ｑ
＆
Ａ
の
Ｅ
グ
ル
ー
プ
42
「
荷
葉
」
を
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

『
源
氏
』
の
千
年
紀
に
あ
た
る
今
、
悠
久
の
歳
月
を
超
え
て
、
往
時

の
蓮
に
想
い
を
寄
せ
な
が
ら
、
当
時
の
荷
葉
を
再
現
で
き
る
こ
と
を
、

幸
せ
に
思
い
ま
す
（
Ｋ
Ａ
）。

　

０
９
２

　
『
風
土
記
』
の
な
か
の
蓮
は
？

　
『
風
土
記
』
と
は
和
銅
６
年
（
７
１
３
）
元
明
天
皇
の
命
に
よ
っ

て
ま
と
め
ら
れ
た
地
誌
。
諸
国
の
郡
郷
、
地
名
の
起
源
、
土
地
の
肥

沃
の
状
態
、
伝
え
ら
れ
る
引
聞
異
事
な
ど
を
記
し
た
も
の
で
す
。

　

ほ
ぼ
完
本
で
現
存
す
る
の
は
、
天
平
５
年
（
７
３
３
）
の
日
付
が

残
る
『
出
雲
風
土
記
』
だ
け
で
、
他
の
『
常
陸
風
土
記
』、『
肥
前
風

土
記
』、『
播
磨
風
土
記
』、『
豊
後
風
土
記
』
は
、
一
部
が
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
蓮
の
記
述
を
み
て
み
ま
す
。

 　
『
出
雲
風
土
記
』
に
は
、「
養
老
元
年
よ
り
以
往
は
、
荷
蕖
（
自

然  
叢
れ
生
い
て
太
だ
多
か
り
き
。
二
年
よ
り
以
降
、
自
然　

失
せ

て
、都
べ
て
茎
な
し
」（
養
老
元
年
ま
で
は
、蓮
が
た
く
さ
ん
生
い
茂
っ

て
い
た
が
、
養
老
２
年
以
降
は
自
然
に
な
く
な
っ
た
」
と
あ
り
ま
す

 　
『
常
陸
風
土
記
』
に
は
（
上
）、「
蓮
根
は
、味
気　

太
だ
異
に
し
て
、

甘
き
こ
と
、
他
所　

に

絶
れ
た
り
。
病
め
る
者
、

此
の
沼
の
蓮
を
食
へ
ば
、

早
く
差
え
て
験
あ
り
」

（
蓮
根
は
味
が
よ
く
甘
さ

は
他
所
の
も
の
よ
り
勝

れ
て
い
る
。
病
気
の
人

が
蓮
根
を
食
べ
れ
ば
早

く
治
る
。）
と
あ
り
、
蓮

根
は
生
薬
と
し
て
、
食

さ
れ
て
い
た
様
子
が
、

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
肥
前
風
土
記
』
に
は
、

「
荷
、
菱
、
多
に
生
ふ
。

花
」「
蓮
花
の
よ
う
な
切
れ

長
の
目
」「
蓮
花
の
よ
う
な

手
で
」「
青
す
い
れ
ん
で
き

み
の
目
を
、
蓮
花
で
顔
を

…
創
造
主
は
つ
く
っ
て
く

だ
さ
っ
た
」
な
ど
と
、
女

性
の
美
し
さ
を
讃
え
て
い

ま
す
。
ま
た
「
手
に
弄
ぶ

蓮
花
で
打
た
れ
た
色
男
」

な
ん
て
い
う
の
も
あ
り
ま

す
。
ち
な
み
に
『
上
田
敏

全
訳
詩
集
』
に
印
度
古
詩

６
篇
が
あ
り
、
そ
の
な
か

に
「
き
み
が
ま
な
こ
は
青

蓮
に
（
バ
ル
ト
リ
ハ
リ
作
）」
が
あ
り
ま
す
（
Ｏ
）。

　

０
９
１

　
『
源
氏
物
語
』
の
な
か
の
蓮
や
荷
は
？

　

け
っ
こ
う
よ
く
登
場
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
実
際
の
蓮（
花
）と
、

荷
葉
（
か
よ
う
）
と
い
う
香
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で

は
お
も
に
前
者
を
取
り
あ
げ
ま
す
。

　
『
源
氏
物
語
』
の
な
か
に
蓮
（
は
ち
す
、
は
す
）
は
、
神
野
藤
教

授
の
お
話
（
特
別
講
演
、蓮
文
研
の
総
会
、２
０
０
８
年
）
に
よ
れ
ば
、

全
部
で
20
回
も
登
場
す
る
そ
う
で
す
。
な
か
で
も
、　
「
夏
ご
ろ
、
蓮

（
は
ち
す
）
の
花
の
盛
り
に
、

入
道
の
姫
君
の
御
持
仏
ど
も

‥
」（
鈴
虫
）
の
く
だ
り
は
、

出
色
で
す
。「
入
道
の
姫
君
」

と
は
、
出
家
し
た
「
女
三
の

宮
」（
源
氏
の
妻
だ
っ
た
）

の
こ
と
。

　

彼
女
の
持
仏
の
た
め
に
、

盛
大
な
開
眼
供
養
が
と
り
行

な
わ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
様

は
、
夜
の
御
帳
台
の
帷
を
４

面
も
開
き
、
仏
の
背
後
に
は

曼
荼
羅
を
飾
り
、
水
の
入
っ

た
閼
伽（
あ
か
）に
は「
青
き
、


